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近
年
、
北
朝
鮮
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
が
、
国
際
社
会
の
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
国
際
連
合
安
全
保
障
理

事
会
決
議
第
千
八
百
七
十
四
号
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
た
専
門
家
パ
ネ
ル
に
よ
る
本
年
九
月
十
二
日
付
の
報
告
書
（
国
連
専
門

家
パ
ネ
ル
報
告
書
）
は
、
令
和
四
年
に
北
朝
鮮
が
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
よ
っ
て
不
法
に
得
た
金
額
を
、
十
七
億
米
ド
ル
（
約
二
千

五
百
億
円
）
と
推
計
し
た
。 

 

本
件
に
関
し
て
、
次
の
質
問
に
答
え
ら
れ
た
い
。 

一 

本
年
三
月
七
日
付
の
国
連
専
門
家
パ
ネ
ル
報
告
書
は
、
ハ
ッ
カ
ー
集
団
「
ラ
ザ
ル
ス
・
グ
ル
ー
プ
」
は
北
朝
鮮
軍
の
情
報

機
関
「
偵
察
総
局
」
の
第
三
局
の
下
に
あ
る
「
第
百
十
研
究
所
」
の
こ
と
で
あ
り
、
同
じ
く
「
キ
ム
ス
キ
ー
」
は
同
「
第
六

十
三
研
究
セ
ン
タ
ー
」
、
同
じ
く
「
ア
ン
ダ
リ
エ
ル
」
は
同
「
九
百
七
十
号
室
」
の
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
た
。
政
府
は
昨
年

十
二
月
二
日
、
「
ラ
ザ
ル
ス
・
グ
ル
ー
プ
」
を
資
産
凍
結
等
の
措
置
の
対
象
者
に
追
加
し
た
が
、
そ
の
所
在
地
を
、
「
北
朝

鮮
平
壌
特
別
市
普
通
江
（
ポ
ト
ン
ガ
ン
）
区
域
」
と
し
た
。
「
ラ
ザ
ル
ス
・
グ
ル
ー
プ
」
は
、
北
朝
鮮
政
府
の
下
部
組
織
又

は
密
接
な
関
係
に
あ
る
組
織
か
。
政
府
の
認
識
を
問
う
。 

二 

北
朝
鮮
の
ハ
ッ
カ
ー
集
団
は
、
海
外
に
拠
点
を
置
い
て
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
行
っ
て
い
る
。
北
朝
鮮
の
ハ
ッ
カ
ー
集
団
が
拠



 

２ 

 

点
を
置
く
こ
と
を
黙
認
し
て
い
る
国
は
、
強
い
非
難
に
値
す
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。 

三 
北
朝
鮮
の
ハ
ッ
カ
ー
集
団
に
よ
る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
は
、
別
の
人
物
に
な
り
す
ま
す
詐
欺
的
手
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と

が
多
い
。
詐
欺
的
手
法
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
は
、
特
殊
詐
欺
同
様
、
手
口
を
知
る
こ
と
で
相
当
程
度
防
止
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
こ
で
政
府
は
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
手
口
を
積
極
的
に
広
報
す
る
こ
と
で
被
害
防
止
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解

如
何
。 

 

右
質
問
す
る
。 


